








付属の外交研究所と日本国際問題研究所のあいだの意見 換の会議に参加する め、リヤードに滞在してい 。ちょうど会議で発表しなければならなかったので、その場を借りて、湯川さんのご冥福をお祈りさせていただいた。遠 サウジアラビアだが、ここはイスラームの聖地マッカとマディーナを抱える国、イスラ ム研究者である湯川さんの冥福をお祈りするには悪くない場所であろう。なお、この会議には、湯川さんと同時期に早稲田大学イスラーム地域研究機構に在籍し、湯川さんの教え子でもある貫井万里日本国際問題研究所研究員もいっしょであった。
発表が終わったあと、会議に出席してい
たサウジ人たちが湯川さんのことを尋ねてきたので、いろいろ説明したのだが、はたしてうまく伝わっ かどうか。さすが、サウジ人だけあって、湯川さんはイブン・タイミーヤの著作を日本語に訳した人だといったら、その点についてはだいぶ興味をもってくれたよう っ 。
そういえば、湯川さんの還暦のパー














My Good Old Days with Yukawa-san
らよせやい」といわれて、その後はだいたい「湯川さん」で通していたと思う。
わたしが慶應義塾大学文学部に入学した
のとちょうど同じころ、湯川さんはプリンストン大学での留学から戻って、慶應の商学部の助教授に就任していた。 との付き合いがはじまるのはわたしが史学科東洋史 専攻に進んでからだが、学部のころはアラブをやるのか、トルコをやるのか、イランをやるのか迷って た で かならずしも湯川さんと 接点は太くなかった。だが 大学院に入って ら アラビア語を研究の中心にすえるようになったので、おのずと湯川さんとの付き合いも深くなっていっ
ちなみに当時、大学院で湯川さんの教え






喫茶店だった。ここはそ 昔 詩人の西脇順三郎やその弟子 井筒俊彦などがよく
通っていたという由緒あるところだったらしいが、わたしたちが通っていたころはそんな面影はまっ くなくなっていた。おしゃれな慶應ボーイや慶應ガールが集まるところではなかったので、いついっても入れるし、なおかつ何時間いても怒られない、という稀有な場所だ たのである。
おそらく白十字での最初の授業だったと
思う。注文したコーヒーがきて、湯川さんが砂糖を入れはじめて驚いた。角砂糖だったか、山盛りの砂糖だったか、忘れたあれ、ずいぶんたくさん入れるんだ あと思ってから さらにまた入れるというぐあいに、とにかく大量の砂糖を投 す のある。後年、湯川さんは糖尿病で苦しむことになるのだが、その予兆は相当早いころからあったわけだ。
砂糖だけではない。タバコもすごかっ
た。当時、湯川さんは教室でもよくタバコ




ばにある「つるの屋」という居酒屋で行れるのが大半であった。つる 屋といえば、慶應出身者なら、知らない人はいないというぐらいの有名店であるが、食べ物がうまいとか、めちゃくちゃ安いといった特徴があるわけではない。広くて どん に騒いでも怒られないとか、まあ、学生御用達の店といったところだろう
それをいいことにここではずいぶん羽目






学生が気に食わないことをいったりしようものなら、ベルトや腕時計を外してコブシにまいて殴りかかろうとする。もちろん、実際 殴ることはなく（たぶん） 、まあまあととりなしが入って事なきをえ のがふつうであった（その役目はたいていわたしであった） 。
考えてみると、当時のつるの屋には湯川









があった。そ て開口一番、 「おまえ、卒論どうした？」とおっしゃる。わたしは湯川さん 何のことをいってるのか理解できず、思わず「え ？卒論っ 何です ？」と聞き返してしまっ 。すると、湯川さんは「もって帰ったはず 卒論が見当たらない」というではないか。湯川さんはドンチャン騒ぎの日、提出された学部生の卒論を審査するため、それらを袋か かにいれて、家に持ち帰ろうとし いたので る。そして、あろうことか家に戻って、朝起きたら、それがないというのだ。つるの屋に訊いてみたけど、なかった う。
わたしはあわてて宴会に参加していた学
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連絡があった。卒論が無事見つかったという。所詮他人事なのだが、正直、ほんとうに安堵した。幸いなことに、タクシーの運転手さんが届けてくれ らしい。湯川さんは池袋からタクシーで帰宅したのだが、そのときタクシーのなかに卒論を置き忘れたようだ。
これが――イスナードに多少怪しいとこ











査員をつとめてしばらくし ち、わたしは在クウェート日本大使館・在サウジアラビア日本大使館で専門調査員 て働くことになった。外務省の専門調査員と うはもともと、湯川さんのように かなりシニアな研究者がつくポジションだったのだが、そうすると、大使館内の雑務でこきえないとい 外務省側の勝手なつごう 、湯川さんが帰国 や て、専門調査員の若返りがはかられるようになり （とくにヒマそうな）若手の研究者が飛ばされるポストになっていた。
湯川さんは、在カイロ日本大使館時代、









役だった佐藤次高早稲田大学教授が亡くなり、二〇一四年三月に湯川さん そし 同年九月には、わたしのアラビア語の先生である牧野信也東京外国語大学名誉教授 というように、お世話になった先生がたがあいついで鬼籍に入られた。
現代の中東研究を専門とする身なので、







ではアブルファラジュ・イスバハーニーの『詩の書』からはじまり、あとはずっとクルアーンやハディースを読まされていた。そのときは正直、いったいこれ何の役に立つんだろう、と悶々としながら授業に出いた。しかし、このときの経験がアルカイダのリーダーだったオサーマ・ビン・ ーディンやザルカーウィ 声明を理解するのに、どれほど役に立 か。 （余談だ 、予習を忘れてしまったときなど 、牧野先生を無理やり喫茶店（もちろん白十字）にさそってよく授業をつぶしていたのだが、そのとき牧野先生から、先生 その昔、井
筒先生と白十字にきていたという話を教えられた） 。
また、二〇一四年六月ごろから突然、注




慶應義塾大学大学院文学研究科修士課程修了。七二年、カイロ・アメリカン大学アラブ研究科修士課程修了。七三年、慶應義塾大学商学部助手。七七年、同助教授。八八年、同教授。九七年、学校法人慶應義塾常任理事（二〇〇一年まで） 。〇七年三月、慶應義塾大学定年退職。同年、慶應義塾大学名誉教授、早稲田大学イスラーム地域研究所客員教授（のち早稲田大学イスラーム地域研究機構研究院教授） 、人間文化研究機構（ＮＩＨＵ）地域研究推進センター上席研究員。一一年、ＮＩＨＵプログラム・イスラーム地域研究・研 代表（学中心拠点代表） 。人間文化研究機構地域研究推進委員会委 （ 二 まで） 。一二年、早稲田大学イスラーム地域研究機構招聘研究員。　［主要業績］
『シャリーアによる統治――イスラーム政治論』 （イブン・タイミーヤ著、共訳、日本サウディアラビア協会、一九九一年『クロニック世界全史』 （共編、講談社、一九九四年）『イスラーム国家の理念と現実』 （編著、栄光教育文化研究所、一九九五年）『世界史事典』 （共編著、角川書店、二〇〇二年）『アラブの人々の歴史』 （アルバート・ホーラーニー著、監訳、第三書館、二〇〇三年）『統治の諸規則』 （アル＝マーワルディー著、翻訳、慶應義塾大学出版会、二〇〇六年）『イスラーム世界 知の伝達』 （山川出版社、二〇〇九年）
霞友会館で開催された慶應の退職記念パーティーにて 
スピーチをする湯川さん
同退職記念パーティーにて。奥様（湯川さんの右隣り）、 
そして筆者（前列左端）を含む教え子たちとともに
